
1獅口38年度は長期計画的な躍進の基盤を充実させた意義深い咋

といえよう｡国内経済の高度成長が中だるみを呈し,景気構造の変

化が各方面に大きな影響をケえているが,エレベータ部門でほ技術

革新,輸出振興,生産設僻の近代化など,ケ陀膵｢l(Jな成長件を襲づけ

る諸問題に対する成果を着実にあげつつある∩

新技術の開発は,まず超高田ビル川エレベータがあげられる∩建

築基準法の改正とともに,建築物の高さ制限ほ輔横地1ぺ御jが抹佃と

なって人幅に緩和されることになったが,l‾j-1/二製作所では数年前か

ら超高層化実現を予想して,すでに240m/min高速ギャレスエレ

ベータを完成している｡したがって,匡=勺需要の実状を考慮し,さ

らに300m/minの高速化に対し技術陣の総力を結集して種々の研

究実績をあげることができた｡-一方,超高岡ビルに対する運転上の

諸問題を解決するため,特にエレベータ郡の総合能率向l二を図らな

ければならない｡中電ビル,朝日くlミ命本社ビルに採J‾l=ノた令1Tl動粁

管理方式すなわちComputomatic Tra伍c Programing方式はこの

目標に沿うものである｡これらの成果によって,実際に超高哨ビル

向けの高速化と運転Lの能率化に対する見通しをたてたが,一九

意匠上ほステンレスに独特のエッチングを施した豪華なモードを凝

らしたかご,ドア,ジャムなど,超高層ビルの中松的な機能を果す

エレベータ群にふさわしい意匠効果を期待できるようにした｡

次に,交流エレベータほ乗用の実用形化,荷物川の脚｢j形化とい

う見地から規格化される傾向が年を追ってますます腐著に現われて

いる｡これほ,需要の増加とともに,一各方面に活躍している交流エ

レベータの実績が認められて,特に実f別隼を弔祝した計画にするた

め,過去の実績が実際に織り込まれているためであろう｡しかも,

典型的な規格形として好評を博したA形エレベータは計両当糾の‾㌢

想以上に需要層が拡張したため,建築計向老の要亡削ここたえて,た

とえば,中事務所ビル向けとして能率化をはかったツインコレクテ

ィブ方式,63年度A形エレベータ新意匠としてノ＼瑞を呼んだデラッ

クス形などを開発した｡

一方,最近の駐中難の解決に大きな役割を果している【′1勅■1上川エ

レベータや立体駐車設備はその需要もしだいに析況を与しはじめ,

計画上の特殊性に応じて開発された

ほぼ全磯種の新製品があいついで完

成した｡すなわち,数百台の人駈中才羊

量を有する日立バウザ一方式,仝〔l

動制御化されたフォーク形,簡便な

機能のロータリー形のほかリミット

デザイン化したPHF形油圧式自動

車用エレベータなど,近代都市計向

上必要な各種の方式を網羅して総合
告

技術陣の真価を立証することができ

た｡また,安田信託銀行新宿店納油

圧式エレベータは,わが国初めての

油圧式乗用エレベータとして30m/

minの高速化を図り輸送能力を倍加

したが,事務所面積を有効に計画で

きるこの油圧式エレベータは今後の

建築計耐こ一期を画したことにな

る｡

クリスクレータはニコ_-′レ､ソク鞍竺
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第1岡1バンクS台全自動群管理エレベータ群

.エー.-1として円内外のナ=-】を祭め,すでに遠くメキシコにまで進出して

いるが,さらに内ドイ､ソケノしソJfのかラフホフデパートでも紙沖袈

に摺転開始Lた｡これは,クリスクレータの‾爽涼感に満ちた新意仰

がLり二州勺な人気を博していることを実証している｡また,西武百貨

州こほ地F迫と3階売場とを紙ぶ超人形クリスタレ一夕を開発した

が,この種の.一言亡釧占にまで進出したクリスタレ一夕の前途はまさに

i･､t′二々たるものがある｡輸批削ま前述した内ドイツのほか,メキシ

コ,ブラジル,フィリピソ,再港,シンガポール,インドネシアな

どの朴]でエレベータ,エスカレータともにあいついで運転開始し

ているが,特にシンガポール向けのエレベータ納入実績は年半ばに

Lて-了-･100子†を突破Lた｡今後のl]ざまい､括膵が期待されてい

Qr

ld.1エ レ ベ ー タ

1る.1.1直流エレベータ

】Ⅰ畑ほ8牛10+],.･胴;心といわれている新朽の一角に近代ビルの

成舛を治りつづ完成した朝｢什命本社ビルに口之製作所独特の封′一

助エレベータ群13台を納入したが,このビルはあらかじダ)建築計

什上の基礎調査を詳細に行ない,高推ヰ三化なf柵的に採用したわが

い三lの代表的な人事彷所ビルで舟)る〔
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第2図 r司じ交通需要(と_tl勤咋)における運転

台数の効果

汁 (1)

｢2〕

｢3)

_L二,下層の分割脾ほ3台の槻針土6附,
4台の場合ほ7階

平均待時間は1F針ト･′しに一号･;けろ柳川1

の総平均

平かトビ1完J′時下礼±トIl解か1川的
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第5rズ1かご山東省数分析

もので,たとえは1-2階;む1式のときほ1階床対日三,

1→4l;酎那転のときほ3隅肘割ヒミと称lノているL+

正面玄関エレベータホールの州則に配fr･■一三さjLた1～10一別熟ま一般

燕客用ならびに来賓,役主11rJの二+ミカ卯降幡粁である｡しかも,2～

9号機は胡口叫命イ＼什ピノLの建築.汁jrflは午｢1抑汗管別様能とを総′介

｢如こ帆ぎ､Jして.払汁LたComptltOIllaticTra用c Pl-ogranlingノん(で

ぁる｡このプん(け-･=小の融▲占郷状態をモデノL-ビノLで調作したうえ

で,超高椚ビルな･ふの立地法漕を純リj△んで仏断言㌧叩要素とその

カメ℃,すなj)ゝFJ運転沖の逆転子J数,分州ノニt子州乱川発時間,検出う守

理要素のサンプリンブタイムなどを電‾1′･計罪機でシミュレートLて

検討したものである｡第2,3図に同じ交通詰要に糾し述転台数,

分こ軋ユ行階を変えた+妄壬合の‾iド均待時閃,第4,5図に計界紡果とモ

デルにしたビルの実測値との比較を示Lた｡エレベータ交旭ノ誌;賀の

シミュレーションに1‾対する具体的な帆さ､+`は従来非仰こ困難と考えら

れていたが,この結淡からほぼ実測例と一致していることが明らか

になった｡特に,超大形ビルや起高層ビル内の交通需要の特色とし

てラッシュが急激にくることが予想されるので,エレベータホール

の面横とその混みで†い刀を考仮に入れ運転f†数の迅速な11動選択を

採柑しているが,一九 エレクトロニクスを応用したェレクトロ･

ボタンやェレクトロ･ドア･セーフティを完僻し 払郭i子ピノL川と

して必要な機能を十桝こ織り込んだ新鋭機椰である｡また,1,10

･キ機は来駕,役員川として利口されるエレベータで,そのはか人荷
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第6J実1朝R/卜命本社ビ′しl勺のエレベータ椰

川3千丁,ダムウエータ12f†,複列連動形エスカレー_タ4子?が,設け

られてあり,今後の活躍が用例1さJtている｡第d図に外陣械郡のサ

ービス階,舞7図はェレクトロ･ドア･セーフティの動r即こよって

ノ女1モにドアが開く状況を示したものである｡

柑.1.2 総ステンレス製高級エレベータ

姑虹 エレベータ汁i人川･+=)のジャム,ドアおよび,ケージの恋

仲は,ビルの近代化に付い,ざん新なアイデアを大幅に取り入れた

ものが採用されるようになっているが,昭和38年度に納入したス

テンレス製高級エレベータの代表的なものとして,次のものをあげ

ることができる｡

(1)名協ビル納エレベータ

本ビルに納入した3子†並列2グループ計6子Jのエレベータほ,

いずれも停止階床10～14階で,各階ジャムはテーパ形で,上部

に251-1m幅のスリットをいれアクセントをつけているはか,ドア

においては表面にひし形模様を千鳥状に交ささせたエッチング什

上げを施して,全体の調和を図っている｡

(2)朝日生命本社ビル納エレベータ

本ビルに納入したギャレスエレベータ10子‡のケージの奥正面

側掛こは,著名な前衛普通家の揮ごうによる｢前+を表わす文寸:

を拡大エッチング仕上げしている｡微細な筆のタッチを忠実に米

現し,しかも,ケージの光天井方式の照明効果とよくマッチし,

恥⊥

山

祈7周 エレクト1コ･ト∵卜tニー 打‡8同 名協ビ′L納ステンレス製 第9図 朝日生命本社ビル納エレベータ
フナ†

川棚エレベータ ケージの意匠

-129¶



130 昭和39年1月

第10図 ツイ ンコレクティブコントロール

エレベータ山人∩

第11図 小形系列化された制御盤群

優雅なふん囲気をかもし出す独得の意匠効児を上げている｡

(3)NHK大阪放送局約エレベータ

ギャレスエレベータ3台の各階ドアおよびケージドアには,水

玉模様のエッチングを施し,周りl寸ほ額ぶち状のヘアーライン化_1二

げとなっている｡ジャムは奥行の広いテーパ形で,上部が建家天

非面まで立ち上がったフロントパネル方式を採用し,表面にヘア

ーライン仕上げを施している｡1～2ミクロンのi【ll凸を有する半

光沢のヘアーライン仕上げと,水∃三模様のエッチングの糾み｢ナJっ

せは,新しい感覚の建物ともよく調和し好評であるっ

1る.1.3 交流エレベータ

実用本位のエレベータとして開発したA形エレベータほ,その実

f什性を高く.諦棚されて,わずか2年間にすでに数百台の二

た(これほ,A形エレベータの√ナ列川勺な規格化が実際上非常に経済

rl勺であることが実証されてその利川掛川が,比瞭的利糊率の高いrll

建物にまでも設r琵されるようにな一-,たからである〔一一般に中祉物で

は2台のエレベータを並列設探する例が多いが,-ril一に並列語flソ=ノた

だけでは一一つのホー′し呼びに柑納経して2台が応じるなどのむだな

逆転が多くなる｡このためr｢J墟物に設FJ賢してl和宣の畷能を発印させ

ることができるよう新たにツイン･コレクティブ･コントロールを

開発し,さらにA形エレベータの用途を拡人した｡この方式は2子㌻

のエレベータが基準階に待機し呼びが生じるとサービスエレベータ

がただちに応じる｡先発エレベータが上界ノブ向から下降方向へ切り

替わると,残りの1子丁がホールのL昇方向の呼びに応じる｡ホール

呼びには1台が上昇,1テ㌻が下降とそれぞれ分担してサービスする

簡便な誰列全自動運転力式である｡インドネシア学生会鮨,倉敷円

際観光ホテルなどすでに10数子rが好評衰に運転開始した｡

一プ/,交流エレベータTliり御肝機器の小形系列化を囲っていたが,

評 論 第46巻 第1号

第12岡 A形デラックスブラ 第13周 A形デラックスシル

ウン ノ､-

1モ機種に刈▲して制御ヤ提のユニット化を`ノヒ収Lた〔その結果掘什巾椚

を約30プ左折少することができたので,ペントハウスを小さく計巾

できるのはもちろんのことであるから,建築卜,実棚汐のエレベー

タ機種としてさらに合理化されたわけである｡

また,特殊エレベータとして,人荷川では初めての大形デュップ

レクス･シグナル･コレクティブ･コントロール･エレベータを三

越デパートに納入した｡デパートで運搬する荷物は比較的大きいも

のが多いためか寸法を大きく,輸送能力を強化するため速度も

601Tl/minとして日動管月号逆転を行なう一方,デパート用として使

用される場合の運転責務としては一般にひん度が高いためDF-G形

指触器を開発するなど過酷な渾転にも耐えるよう特別の考慮を払っ

てある｡

1る.1.4 人形デラックスエレベータ

規格化と合二埋化によって設備費と納期を軽減短桁したA形エレベ

ータは,さらに納入実績に某づいた製〈i■1需要分析を子fなう一九
砕

装のないエレベータを｢=票とL･て新たにデラックス形を開発した｡

このA形デラックスエレベータはぎん新な点l†ことコンパクトな椛造

を特長とするエレベータであって,最近増加しつつある需要傾向に

マッチさせた熊山梨---｢-といえる｡しかも,A形デラックスブラウン

とAJけデラックスシルバーの2種のうち,前部土かご天井を北天ル

とし,側板,卜てをイJ三】悦伐として11+こ線妹ミ1ウニなうヤフにも桝るいJ盛

丁辻を然り込んだものであr),後者は側板,ド7をアルミ抑し王_Liし成

形■-i】--の組見合わせで肘戎させ,半rHH安八弔l少jのやわらかい感償の実削‖∫

′､邦勺造形美を織り込んだエレベータであるっ

(1)A形デラ､ノクスブラウン(斗蛸二=‖頼･1‾-)

芝地己之‾.1川;i･こ節1り一機として納入Lた後,あいついで倉敷いミl

際観光仝帆 布川り‾.t鉛丹会館などすでに507ぅの受～‾1二実弟iliをホlノ

ている｡従来,化雛巾=こ塩化ビニール銅板を佐用することはスホ

ット溶接などの仔鵬がfし_し､やすぐ実際に弘一-■■■化することは困難と

考えられていたが,=上製作所独特のi糾貞技術と特殊梢造の抽威

を開発し,A形シリーズ乍機挿に対し,63竹空の新意匠として採

川したものである｡おもな特長はつぎのとこねりである｡

(a)大ノーl二は光天井として波形′しミノミネルを仲川しているの

で,天井のぁかるさにむらがない｡

ケージ仰位乙ドアは木トニl模様の駄化ビニール銅恢を使.｢†‾j
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PMU-2()01r円ラ州‥i二､■7-二Lニッ い

し ルミバネ′しの+l(1桝劫火によ一)て帖抑な,タッチのや

わらかいモードを触成させている｡

(2)A彬デラックスシルバー(斗柑廿憫叫1)

破水ビルに窮1号機としノて納入u もこ川りし紙沖のうちに

;ぷ=-J運転にはいった｡

このA形デラックスシノLバーのムもた斗､1リ主は次のとおりでふ

イJ′1

(a)シーージ桝‖払ドゥ'卜i二大何に縦しまの…㌧を配したふがき

つ丁′Lミ押出し成ノ桝‖■■を糾み合わレ

チした二捌こを打つものでj肘伽こほ半間核燃明を採用して

いる｡

(b)7ノしり=叱′L｢うし成J剛i--とその糾みr汁フせにほ志爪付,椛

造仙に種々新しい設.汁が.ぉりこまれA形シリーズの路機

稚に適用が･イ能である｡

1占･L5 PH形油圧式自動車用エレベータ

菜糾こ光がけ,いち■丁く開発したPH形n州卜式エレベークは,東

川小二のノユ速な-｢乍及に作って,づほ続き順調な成長を示した｡

Ⅰ)H形は,油虻ジャッキを含む州庁系.1三体の力学的関係を綿軌こ

究朋した結果,油圧の経済的利用のた捌こほ,速度15m/minでゴ泣

店4階ノ人f一拍のエレベータを計内するのが応適であることの結論を

付て標準化したものでぁり,/沖度の納入実掛こおいてその帆/柁

_比ることができた∩
こ川よ,従利和鮒とさ八ていたk人仙i三ジャッキのi糾妾および機

械加i二技術を,け臼充当如から巾ニノ如くルニ朴兜,政‾i:れ,山人子J一程13.5nl

まで一代轟か1√能としたた州こよるもので,長子Jニヰ上の要求が必まりつつ

ある今1l,その研究収地土人きい｡

iテJ録ノー占とLてほ,了+‾一附こ心いてF巾fニューポートホテル別鮒納

8,300n11112f｢,掛馴寸心こおいてNHK新船納3,5()Okgが山一jごら

′～しるり

また石工+ぐの宗1t一礼rTせ形掟軒Fil+御バノLブの性地溝紋を兆に,l相子初

の仙Jiミュレベーター小川j桝脚ユニットバノしブをじ目先したことも特…任さ

′才しセニ｡

′仙こ∴脚】レミ′Lゾの.i‾辻.汁には,エレベータとLての加減速柑′l二,

州寸および払L度納供に十ケナの考＼必を払うとともに独特の着〃(補矧リl

虻′待を.設けて弧肘ヒしたもので,右妹差を±5111nlまで高度に改善し

えた(特許｢l儲巾)｡

州圧パワーユニットは,l加巨ネな油圧川路の考如こよF),タンク

ノ/さ量が鮒掛ごき,さらにポンプをタンクにl勺成させて騒洋を軽減さ

せるなど,多くの新規性を織り込んでコンパクトな梢造とした結

実,機械もが納少され建議その利他漣を向+二させることができた｡

第14図ほ人坂村苧技術センタビ′し納PMU-200V形油圧パワー

タ 131

第15図 和光ビル納PHF形油圧式エレベータ

ユニットの外観である｡

1る･】･る PHF形油圧式自動車用エレベータ

描い巨難の閃矧よ,地方の小都Jiにまで披及し,10～207柵三度を収

ノどfできる独占朋!～の朕仙な駄｢ト場を要求するノ臼カミ蝕まってきている｡

このような情勢を考慮し,実用経済性および安全にしてどこにで

も`ゲ手垢に尉′'壬できるなどを主限として,十分巾場の要求を淋旨たす簡

他な新機種PHFノⅠラ仙比∫しl■1勅小川エレベータを開発した｡本機の

特艮ほつぎのようである｡

(a)汁L雌ジャッキは,詣要家の経済性とともにビルの地質に左

右されず,いかなる場所にもピットを触ることなしに設置亡

できるよう,昇降路【側面に並列に設けた2木のレールを

介して,昇降させる方式とした｡

(l))ピットは可能な限り浅く計画し,既設ビルに設搭する場･合

の建築改造を点小限にとどめた｡

(c)油圧パワーユニット,制御盤を小形にまとめて,特別な機

械室を設けず駐中場のデッドスペースに配置できるように

した｡

(d)小駐車場川として機器のリミットデザイン化を重点的に考

え,昇降速度5In/minに選定して流量の縮少を図り,油

址装筐をメ憎雌的に小形かつ低廉にした｡

(e)1階は鋼枇拳法電動防火ドアとし,B階蹴上げクリンプドア

とともにセーフティシューを設けて安全性を確保した｡ま

たケージ前後に設けた光電装置,行先階での後退灯および

ブザーなど操作上の安全性に関してほ十分の考慮を払っ

た｡洲一式であるたが)過速のおそれはないが,万一チェー

ン蜘断があった場介を考え,かご非常Ⅰ卜め装置を設けた｡

木機はすでに仙台藤崎デパートを初め数台を納入し,いずれも好

評のうちに遅転中である｡

舞15図は和光ビル納PHF形油圧式エレベータを示す｡

1る.2 立体駐車場

1占.2.1フォーク形ハイガレジ

日本交通株式会社に納入したわが国初の全自助フォーク形ハイガ

レジは現在順調に稼動し,業界の好評を得ているが,引き続き2号

機をi‾♭ヒ売新聞社に納め38年10月より運転を開始した｡

一掛こ20･～30テナの収容能力を持つユニットパーキ/グほ独立し

て建設されるのが普通であるが,2号機ほ同社のビルの一部に組み

込まれている｡これはノ､イガレジのもつ荷重分散性によりビル組み

込みが容易な利点を生かしたものである｡したがって独立したもの
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に比べはるかに状娘な払淡紫ですむ｡

第1る図に1階のニケ兵を示す｡1階に移動式フォークを打つ特殊

形ターンテーブルを設㌍し,エレベータとの関連制御によってl′-1動

的に=勅Ij_亡のカ向を変え川人絹する｡このノブ法は交通量の多い場所

における1仁体駅小二切の一つの形をホすものとして托IlさjLている｡

さらに1階乗r)人jt域とェレベーメ州韓路の】称にゲートを一役け油

紙人JH仰を可能にした｡

1d.2.2 日立バウサー立体駐車設備

エレベータ･クレーン方式の本体と,カードシステムによる址柑

の駄11昭二別方法を特長とする｢11】_亡バウザー立体駄亘h馴‡iiは,2基な

いし3基で仲引戊され,1人⊆で仁†勅巾100テナIiて上役を収解できる人形の

旭L巾一別詣である｡

木機はアメリカにおける機械J七iンニ体駈中.馴f旨のうちJ【達人の納入尖

航を丁子与っている機種で,R立製rIて所がアメリカバウザ一礼との技術

捉携により,わがl室1で最初の2基を松坂屋デパート銀雁J山こ納入

し,業界の才一1三日を浴びた｡

剛与の銀座/く一千ングビルは,地上二7階地‾卜3階で,敷地血構わ

ずか1,100平カメートルにもかかわらず自動車約300台の収容が叫

櫨であり,機械式駈巾場としてほ如洋一の規模を誇っている｡

隅造ほ,ノムい仙(たな)をもった二つのい人な木箱状の建物を,そ

のl仰ご′甜jをもたせて対血させ,この子i間むこエレベークを克子fさせ

て,【仁l劫巾を運搬する仕組みになっているっ またエレベータほ,人

ルを横行するクレーンからつり‾卜げられて,クレーンの桃川当ミとエ

レベータの矧降性を糾入行わせた泉Ii架,iてl励･1t二を載せたかごは,斜

め‾ノノ向へ移動できるので,碁他の11のように.i設けられた址壮iミのと

こへでも口由にIlさ+二子ナできるっ

また運転ほ,かごl勺のボタンーつで,州孫と横行ができるはかり

でなく,独特のカードシステムによる信り･装樫,チェックカードシ

ステムを採川しているので,1′1動中二のLLi人♪書摺;即が,簡｢il爪錐で,

北ヰ川勺なスペース利川ができる特技をもっている｡

1る.2.3 ロータリ形ハイガレジ

l_ト■/ニロータリ形ハイガレジほ,一女1ミと高能ヰ叩こ･仁山を;■ソ亡いてl札托

された1汁1勅式の立体駄小話別ifiで,1基あたり20≠揃後の【′二】助小

副文容できるものである｡rl糾口38咋10月,人形東川巾16千川丈`プ≠

櫨ノブをイJ▲するピノし組み込み形の窮1り一機を墟汀小助産琴てド町肘､｢三ビ

ルに納入し,女指巨裳に運転開給したっ

木機ほ光電装掛こよi)自動車をケージlノづの所定位掛こ停止させて

二女1モに駈･卜させるばかりでなく,出入11にエレベータ式のゲートを

注泣けて撹rFの安全性を高めるとともに,11立秋日のケージ振止装筐

人l】
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の考如こし1こってケ叩ジのう坦励はきわ〟〕て川上■i･でぁる｡立たェレべ-

タの制御技術を心書コしたロータリ形ハイガレジ･､l川ルーJ路の開発によ

って抑ボタン1州でj′-1励小を付人帽できるので拙作はきわめて簡Fii

であり,しかも】上1動巾は崩短経路を通って出入r‾l階に到着するので

-132-



レ

効

グ 1こう:i

第20図 ロータリ形ハイガレジ山人口階

約1ク)以伽こ桝入仲できる能率よい逆転ソ/ノ〔となっている｡

このビルは,第1号機の人形叶川レ､イガレジおよび追加並】没する

小形中川ハイガレジのFlりJlとl前‖由退路とのフロント上け弓竹川を,

餅打務1言とした駅小城締乍キの斯い､慣向でこ♭)る.:第20図は1附フロ

ントから_ウ!むlト■′ニロータリ形/､イオレンの州人l】と碓転′1iを′Jミすぐ､

1d.3 ェスカレーク

1d.3.1NN-Wl形ハンドレール新居区動方式を採用した全透明式ク

リスクレータ

ノ山王,吹き抜けの地物に防火シャツ_タを持たないエスカレーーメを

デ/ミートの交通機関としてもっともJ=りと恐l′l勺な交さ乗F)継ぎ式に配拝

し,舟#のサー…ビスをテナなう.馴～rjカ式が多く収られるようになって

いる｡

このようなデパート向きエスカレータとしては二捌｢仙にすぐれ,

また実川性の高い全通明式エスカレークが川いられ,その1后要ほま

すます増加する気道にある｡

Ill‡製作所ほ透明式エスカレータに独特の技術を柑ら濃非をリー

ドしているが,午後さらに寓要の増人する全速明式エスカレータの

ハンドレー/し駆動に新しいNN-W,形ノブ式を閑雅し,雌論的な解析

と各種のノ′夫験をへてニセ川化した｡

第21図はNN---Wl形ハンドレーノし桝鰍励ノノ■ノ･(を抹川したうミ適l〃+

式クリス_クレータ,弟22図はその構造の触略を′JこLたが,二うミ通l少〕

式エスカレーメの欄丁は乍血が1ヒ全に透明慮化ガラスで般りつめて

あるたが‾),ここにハンドレール雛助装f托を.設けることができない技

術的あい路を解～火したものである｡

そのおもな特長ほ,

(1)シンプルなノ､ントレーノし7ヒ子_f総路をとり尤仙こ叶す-るjユt机

が少ないので,小さい鮎助ノノで無即なく運転できる｡

(2)Lたがって,/､ントレー′しにかかる以人版ノJが′トさく,ハ

ンドレールに′卜じる仲びニナ古よび′ノ版り止りJが′トさい〔,

(3)ノ､ントレールに触叩なrHげをリーえない迎転ノノ式であるから

ハンドレーノしの長ノfイl‡が糊付できる｡

(4)あらかじめ製造【二場でエンドレスジョイントLたハンドレ

ールをエスカレータに組みj生みうる桃うむで,エスカレータ

の桝付け月い也におい〕‾るハンドレールの継frl三栄が小安であ

/Uっ

(5)駆励装わ空全体の保`､〕:･調盤がきJ〕〆)て解払である｡

1d.3.2 超大形全速明式直通エスカレータ

点近,エスカレーータの普及ほ｢】ざまLいものがあるが,従来の瞥

第21図 NN-Wl形/､ソトレーノL鮒与Ⅰぺ助プノ式の

全通l判プ･(エスカレータ
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/

第22凶 全通別人エスカレータ川NN-Wlノlラ

新駆動ノブノ(のハンドレー′し鵬逝J_ズ1

節23J文1山武山壬号J∫朋加担人形全速例式内通エスカレータ

池のエスカレーメのほかi･こIl三り由エスカレークを帆さ没する糾い､.制ソ】:

力式が考えられる｡｢ト1蛸竺作所ほその日了1･引鞍とLて′l召大形乍通りj

式エスカレータを1L成し,株式会杜仲八百矧如こ糾人L-た｡

このエスカレータは,東上j(･池袋の地卜鉄道出Uから四式日矧占
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の3階までl鮎由式に来客を運ぶもので,地卜鉄道からの束客は1階

の拡椎にわずらわされることなく迅速にl_川勺のデパート上ド執心こ達

しうるきわめて実用性の高い【l‡通エスカレータである｡

このような向過エスカレータは必然的に長大形となF),境度･精

吐･安全性｡組みう‡ておよひ輸送方法などのノ､1､付こおいて普通のエス

カレータにほ見られなかった特別の_工夫が織り込まれている｡

日立製作所ほさきに打の.1誌観光株式会社に日本最高の登Ll-J川人形

エスカレータを納入した実績をもっているが,今回のものほ据付け

場所の関係から左側欄十を照明式,右側を全通明式欄1二とした意匠

的に豪華で実用的に明るい尼初のデパート向き大形エスカレータで

ある∩

このような′垣大形の乍透明式エスカレークは,従火ハンドレール

の駆動能力の点でまったくイこ可能とされていたものであるが,告別

的な新鮮動力式の開発と斯い､ハンドレールの採用により実現した

全通明式エスカレ【タとしてR本末主人の沖‖モ舶勺記鉦箋酎i■'1であるっ

1る.3.3 日立クリスクレータ西ドイツヘ初輸出

今咋にはいり西ドイツの人都市ケルンの大通りに軒⇒‾るカウフホ

フデパートにT-NN形全速明式クリスクレータ4テナを納入した.｡

技術の進んでいる_L∵業何のドイツヘl]本からエスカレータを輸出

するのほもちろん初汐〕てでお)り,しかも人量4子rを受汁したこと

ほ,乗心地,ノ削丁三など口､‾ソニエスカレータがあらゆるj■左肘仙こおいて

ヨーロッパの技術を_1二川っていることを抑列したものであるっ

これらはすべて全通例式クリスクレータで,1階入Ilから2附へ

のデノミート･い央には輸送能ノJの人きい1200形が_寸巨.i設され,ほかの

800形2fTほ地階への乗客輸送を子‾fなうものである｡

ドイツ向けのこれらのエスカレータには｢糾ノ+と違った判i殊な仕

様,あるいほ検ノたが要求されたが,ふごとに缶桁し,かつドイツに

おける組見立て,促`､'J二などにも11捕りの考慮を払った.さ貨.汁となってい

Qゥ

近咋,アメリカ,メキシコ,フィリピンなどの.言古タ=tlにぉいて,

透明式エスカレータの托つ近代政道にて､ソチしたぎん新な古妊が高

く汁州=はれその捌?亡気運が.亡右まってきている/㌢口,軽快な透明欄

十,也調盟かなハンドレール,すく■-れた乗心地の日立クリスタレー

クの仲ドイツへの進抑ま,従来填り銅板など小透明パネル構造の展

‾.当:い､憫十のみであったヨーロッパ万別当のエスカレータ糾こも一一人

松川なあたえるものと畑j付されている｡

施な

澗田

海

占､卜 論 第46巻 節1-リー

済郡

第24図 西ドイツカウ7ホフデパート納

全透明式クリスタレーク

打‡25L¥l UW-A80形グムウェ一夕

1る.4 ダムウエータその他

lる.4.1 ダムウエータ

ダムウエータほ′+＼容量で簡場なものが要求されるようになってき

た｡これにこたえて量産化の態勢を阿めて廉価な規格形のDW-A

80形ダムウエータを開発した｡

本機ほ杭哉荷重80kgまで使用でき,他斜をつけた三カわくに新

Ⅰ没∫汁の撰†′ド盤を組み込み,使用中灯,到着灯をつけるなど意Ⅰノモ的に
も機能的にも二1二夫をこらし,使用の使を因っているが,最大の特長

ほつぎのとおりである｡

現場組立式の鉄塔什で堵l勺のぉもな配管配線,ブラケット叛をあ

らかじめ鉄筋に組み込む構造としているので,据付⊥事が簡単とな

り,建築構造での荷重負担も低減しており,ビルディングにはもち

ノ′)ん心出址築にも採川できるっしたが∴て肱館,料亭,飲食J.7二iなど

出いJ.ノ.f安先に推奨できるものである｡
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